
公立大学法人高崎経済大学糸井ホールディングススポーツ活動奨励奨学金取扱要綱 

 

平成３０年度 

要綱第１号 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、高崎経済大学（以下「本学」という。）に在学し、本学の学

生団体連絡協議会を構成する学生団体のうち、高崎経済大学体育会に所属する

スポーツ団体の学生（以下「体育会学生」という。）に、本学が無利子で奨学金

を貸与し、体育会学生の修学及びスポーツ活動を容易にすることを目的とする。 

 （奨学金の原資） 

第２条 奨学金の原資は、糸井ホールディングス株式会社からの寄附金をもって

形成された公立大学法人高崎経済大学基金実施細則（平成２４年度細則第３号）

第２条第２号に定める糸井ホールディングススポーツ活動奨励基金とする。 

（奨学金の貸与資格） 

第３条 奨学金は、本学に学部学生として在学し、体育会学生であって、人物、学

業ともに優れ、かつ、健康であって、大学卒業までにスポーツ活動を継続する強

い意志がある者に対して貸与する。 

（貸与決定者のうち返還額の半額免除者） 

第４条 貸与を受けた者（以下「被貸与者」という。）のうち、群馬県の地域活性

化に貢献する意思を持ち、大学卒業後群馬県内に本社を有する企業等（民間企業、

地方公共団体、ＮＰＯ法人、社会福祉法人、農業法人、学校法人等）に就職した

者に対しては、当該企業等に在職する期間における返還額の半額を免除する。 

 （奨学金の貸与額等） 

第５条 奨学金の貸与額は、被貸与者の選択により１月あたり５万円、６万円、７

万円又は８万円とする。 

２ 奨学金は、無利子とする。 

 （奨学金の被貸与者数） 

第６条 奨学金の被貸与者数は、各学年１０名を限度とする。 

 （奨学金の貸与期間） 

第７条 奨学金は、貸与の決定のあった日の属する年の４月から貸与するものと

し、その貸与する期間は、高崎経済大学学則（平成２３年規程第１号。以下「学



則」という。）第８条に規定する修業年限（以下「標準修業年限」という。）を限

度とする。ただし、学部学生の２年次、３年次及び４年次に在学する者について

は、標準修業年限に相当する期間からその者の修業した期間を差し引いた期間

を限度とする。 

 （奨学金の申請） 

第８条 新たに奨学金の貸与を受けようとする者は、学則第６条第１項に規定す

る前期の別に指定する日（以下「指定期日」という。）までに、奨学金申請書（様

式第１号）を理事長に提出しなければならない。 

２ 前項の規定による申請にあたっては、次に掲げる書類を添付しなければなら

ない。 

（１）住民票 

（２）連帯保証人の印鑑証明書 

（３）体育会学生であることを証明する書類 

（４）前各号に掲げるもののほか、理事長が必要と認める書類 

３ 奨学金の貸与を受けている者（以下「奨学生」という。）が継続して奨学金の

貸与を受けようとするときは、奨学金継続申請書（様式第２号）を指定期日まで

に理事長に提出しなければならない。 

 （連帯保証人） 

第９条 奨学金の貸与を受けようとする者は、償還能力を有すると認められる連

帯保証人を２名定めなければならない。 

２ 前項の規定による連帯保証人については、次に掲げる要件を満たさなければ

ならない。 

（１）独立して生計を営む者で、継続安定した収入が見込まれること。 

（２）２名のうち１名は原則父母又はこれに代わる者であり、他１名は父母又はこ

れに代わる者以外の者であること。 

（３）連帯保証人同士が同一生計を営んでいないこと。 

３ 連帯保証人は、被貸与者と連帯して奨学金の返還義務を負う。 

 （奨学金の貸与の決定） 

第１０条 理事長は、第８条の規定による申請があったときは、次条に規定する選

考委員会の議を経て奨学金の貸与の可否を決定し、その旨を奨学金（継続）決定

通知書（様式第３号）又は奨学金（継続）不承認決定通知書（様式第４号）によ

り、当該申請者に通知するものとする。 



 （糸井ホールディングススポーツ活動奨励奨学金選考委員会） 

第１１条 理事長は、本学に糸井ホールディングススポーツ活動奨励奨学金選考

委員会（以下「選考委員会」という。）を置く。 

２ 選考委員会は、理事長の諮問に応じ、別に定める選考基準に基づき、奨学金の

貸与候補者の選考を行う。 

３ 選考委員会は、次に掲げる委員７名以内で構成する。 

（１）教育担当副学長 

（２）事務局長 

（３）学生部長 

（４）教育グループリーダー 

（５）その他理事長が指名する者 ３名以内 

４ 委員長は教育担当副学長をもってあて、副委員長は事務局長をもってあてる。 

５ 委員長は、会務を総理し、選考委員会を代表する。 

６ 委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代理する。 

７ 選考委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。 

８ 選考委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

委員長の決するところによる。 

９ 第１項に規定する選考委員会の庶務は、教育グループ学生支援チームが行う。 

 （奨学金の貸与方法） 

第１２条 奨学金の貸与は、本学が指定する金融機関を介して行うものとする。こ

の場合において、当該金融機関は、奨学金の貸与を受けようとする者に対し必要

な書類の提出を求めることができる。 

２ 奨学金は、４か月分を一括して貸与するものとする。 

３ 奨学金の支払月は、原則、４月（４～７月分）、８月（８～１１月分）及び１

２月（１２～３月分）とする。 

４ 前項の規定にかかわらず、新入生及び新入生以外の学生が新たに貸与決定を

受けた奨学金は、６月以降速やかに貸与するものとする。 

 （奨学金の貸与の辞退） 

第１３条 奨学金の貸与の決定を受けた者又は奨学生は、奨学金の貸与を辞退し

ようとするときは、奨学金辞退届出書（様式第５号）を理事長に提出しなければ

ならない。 

２ 奨学生が奨学金の貸与を受けることを辞退したときは、辞退した日の属する



月の翌月をもって貸与する期間を終了する。 

 （異動の届出） 

第１４条 奨学生は、次の各号のいずれかに該当するときは、奨学金異動届出書

（様式第６号）により、直ちに理事長に届け出なければならない。 

（１）休学し、復学し、転学し、留学し、又は退学したとき。 

（２）停学その他の処分を受けたとき。 

（３）奨学生又は連帯保証人の氏名又は住所に異動があったとき。 

（４）連帯保証人の職業又は勤務先に異動があったとき。 

（５）体育会に所属するスポーツ団体を退部したとき。 

２ 前項第３号に規定する事項を届け出ようとするときは、同項の届出書にその

事実を証明する書類を添えなければならない。 

 （奨学金の貸与の停止） 

第１５条 奨学生が休学したときは、休学した日の属する学期の翌学期（その日が

学期の初日であるときは、その学期）から復学した日の属する学期（その日が学

期の初日であるときは、その学期の前学期）まで奨学金の貸与を停止する。 

２ 理事長は、前項の規定により奨学金の貸与を停止したときは、奨学金停止通知

書（様式第７号）により、その旨を奨学生に通知するものとする。 

 （奨学金の貸与契約の解除） 

第１６条 理事長は、奨学生が次の各号のいずれかに該当すると認められる場合

は、それぞれ当該各号に該当するに至った日の属する学期の翌学期（その日が学

期の初日であるときは、その学期）から奨学金の貸与契約を解除することができ

る。 

（１）退学又は停学若しくは除籍の処分を受けたとき。 

（２）修学の見込みがなくなったと認められるとき。 

（３）学業成績又は性向が不良となったと認められるとき。 

（４）死亡したとき。 

（５）奨学金の貸与の申請に必要な書類に記入すべき事項を故意に記入せず、又は

虚偽の記入をしたとき。 

（６）その他第３条に規定する奨学金の貸与資格を失ったとき。 

２ 理事長は、前項の規定により奨学金の貸与契約を解除する場合において、必要

と認めるときは、選考委員会の意見を聴くものとする。 

３ 理事長は、第１項の規定により奨学金の貸与契約を解除したときは、奨学金契



約解除通知書（様式第８号）により、その旨を奨学生に通知するものとする。 

（奨学金の返還額の通知） 

第１７条 理事長は、奨学生が奨学金の貸与を受けることを終了したときは、速や

かに貸与した奨学金の総額を確定し、返還額等の明細を記載した奨学金返還通

知書（様式第９号）を被貸与者及び連帯保証人に通知するものとする。 

（奨学金の返還） 

第１８条 被貸与者は、奨学金の貸与が終了した月の翌月（奨学金の貸与の終了が

辞退又は契約解除による場合であって、かつ、その者が標準修業年限に相当する

期間本学に在学している場合には、当該期間が終了する月の翌月）から起算し１

年を経過した後に、元金均等の月賦（特別の理由がある場合を除く。）の方法に

より奨学金を返還しなければならない。ただし、返還未済額の全部又は一部を返

還する場合には、繰上償還をすることができる。 

２ 奨学金の返還額は、１月あたり２万円とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、第４条及び第２０条第２項に規定する半額免除対

象者の奨学金の返還額は、１月あたり１万円とする。 

４ 奨学金の返還は、原則として本学が指定する金融機関を介して行うものとし、

口座振替の方法によるものとする。 

（奨学金の返還猶予） 

第１９条 前条第１項本文の規定にかかわらず、理事長は、被貸与者が標準修業年

限に相当する期間を超えて本学に在学しているときは、その在学している期間、

奨学金の返還を猶予することができる。 

２ 前条第１項本文の規定にかかわらず、理事長は、被貸与者が災害その他やむを

得ない理由により、奨学金の返還が著しく困難になったと認めるときは、その理

由が継続している期間、奨学金の返還を猶予することができる。ただし、連帯保

証人が奨学金を返還することができると認められるときは、この限りでない。 

３ 前２項の規定により奨学金の返還猶予を受けようとする者は、奨学金返還猶

予申請書（様式第１０号）に、奨学金の返還猶予を必要とする理由を証明する書

類を添えて、理事長に申請しなければならない。 

４ 理事長は、前項の規定による申請があったときは、速やかに奨学金の返還猶予

の可否を決定し、その旨を奨学金返還猶予承認・不承認通知書（様式第１１号）

により、当該申請者に通知するものとする。 

 （奨学金の返還免除） 



第２０条 理事長は、被貸与者が死亡したとき、又は心身の障害により労働能力を

喪失し、若しくは労働能力が著しく低下したと認めるとき、その他理事長が特に

奨学金の返還を免除する必要があると認めるときは、奨学金の返還未済額の全

部又は一部の返還を免除することができる。ただし、連帯保証人が奨学金を返還

することができると認められるときは、この限りでない。 

２ 理事長は、前項の規定のほか、第４条の規定に基づき被貸与者が本学を卒業し

た後に、群馬県内に本社を有する企業等（民間企業、地方公共団体、ＮＰＯ法人、

社会福祉法人、農業法人、学校法人等）に就職した場合は、当該企業等に在職す

る期間における奨学金の返還未済額の半額の返還を免除することができる。た

だし、第１３条に規定する奨学金の貸与を辞退した者のうち、体育会学生として

のスポーツ活動実績が３年に満たない者及び第１６条に規定する奨学金の貸与

契約を解除された者については、半額返還免除の対象者から除外するものとす

る。 

３ 第１項の規定により、奨学金の返還免除を受けようとする者は、奨学金返還免

除申請書（様式第１２号）に、奨学金の返還免除を必要とする理由を証明する書

類を添えて、理事長に申請しなければならない。 

４ 第２項の規定により奨学金の返還免除を受けようとする者は、奨学金半額返

還免除（継続）申請書（様式第１３号）に、群馬県内に本社を有する企業等（民

間企業、地方公共団体、ＮＰＯ法人、社会福祉法人、農業法人、学校法人等）に

在職していることを証明する書類を添えて、理事長に返還が終了するまで、毎年

度申請しなければならない。 

５ 理事長は、前２項の規定による申請があったときは、速やかに奨学金の返還免

除及び半額免除の可否を決定し、その旨を奨学金返還免除・半額免除承認・不承

認通知書（様式第１４号）により、当該申請者に通知するものとする。 

 （奨学金の貸与終了後の届出） 

第２１条 被貸与者が奨学金の返還完了前に死亡したときは、その相続人又は連

帯保証人は、直ちに死亡届を理事長に提出しなければならない。 

２ 被貸与者は、奨学金の返還完了前に、その者が新たに職業に就いたとき、又は

その者若しくは連帯保証人の氏名、住所、職業若しくは勤務先に変更があったと

きは、奨学金異動届出書により、直ちに理事長に届け出なければならない。 

 （連帯保証人の変更） 

第２２条 奨学生又は被貸与者は、連帯保証人を変更しようとするときは、連帯保



証人変更申請書（様式第１５号）に、連帯保証人の収入状況を証明する書類を添

えて、理事長に申請しなければならない。 

２ 理事長は、前項の規定による申請があったときは、速やかに連帯保証人変更の

可否を決定し、その旨を連帯保証人変更承認・不承認通知書（様式第１６号）に

より、当該申請者に通知するものとする。 

（要綱の見直し） 

第２３条 この要綱の規定については、社会情勢の変化や奨学金の原資の状況を

勘案し、貸与額、被貸与者数及び貸与期間の見直し等所要の措置を講ずるものと

する。 

 （委任） 

第２４条 この要綱に定めるもののほか、奨学金に関し必要な事項は、理事長が別

に定める。 

（改廃） 

第２５条 この要綱の改廃は、理事会の議を経て、理事長が行う。 

 

附 則 

 この要綱は、平成３０年１１月１４日から施行する。 

 

   附 則（令和３年３月１７日第７号） 

 この改正は、令和３年４月１日から施行する。 

 

   附 則（令和４年３月１６日第２号） 

 この改正は、令和４年４月１日から施行する。 

 

附 則（令和５年３月１５日第１号） 

 この改正は、令和５年４月１日から施行する。 



様式第１号（第８条関係）                       

【１/３】 

奨学金申請書 

  年  月  日 

公立大学法人高崎経済大学 

 理事長         様 

                     住 所 

                     氏 名
ふ り が な

              

                     電話   （   ）    

次のとおり奨学金を受けたいので､関係書類を添えて申請します。 

学 生 番 号 － 生年月日    年  月  日生 

入 学 時 期    年   月 修了予定時期     年   月 

本 籍  

貸 与 額 月額  万円 （年間   万円） 

卒業後の 

就職希望先 

・群馬県内を希望   ・未定   ・群馬県外を希望 

※当てはまる事項を〇で囲む 

貸与希望 

の理由 

※上記の就職希望先

の理由や卒業後どの

ように群馬県の地域

活性化に貢献するの

かも記入してくださ

い。 

 

家族の住所等                 電話  （  ）    

家 族 構 成 

氏  名 年齢 続柄 職業又は学校名 収入金額 

     

     

     

     

     



【２/３】 

申 請 者

本 人 の

１ ヶ 月

あ た り

の 平 均

生 活 費

費 

 

収 入 支 出 

仕送り  食 費  

アルバイト  住居費・光熱費  

奨学金  交通費  

その他  

書籍・学用品費  

雑 費  

通信費【携帯代等】  

預貯金  

その他  

合 計 円 合計 円 

備 考（授業料の負担、アルバイトをしている人はその内容を具体的に記入すること） 

 

 

連 帯 保

証人① 

住所等                 電話  （  ）   

氏 名
ふ り が な

             
申請者と

の関係 

 

生年月日    年   月   日生 （  歳）  男・女 

 

収入の 

状 況 

勤 務 先 職 業 

収 入 金 額 

前 年 
当年（見

込） 

    万円   万円 

連 帯 保

証人② 

住所等                 電話  （  ）   

氏 名
ふ り が な

              
申請者と

の関係 

 

生年月日    年   月   日生 （  歳）  男・女 

 

収入の 

状 況 

勤 務 先 職 業 

収 入 金 額 

前 年 
当年（見

込） 

    万円   万円 



【３/３】 

所属 

団体名 
  顧問氏名  

活動 

日時 

毎週   曜日  時頃・毎月  回 

・□不定期（年  回） 
月間会合 

定例（   回）  

臨時（   回） 

活動 

場所 

学内   

学外    

所 属 団

体の 

連絡先 

TEL   

E-mail 

(PC) 

  

  

HP 
  

  

活動 

目的 

・ 

活動 

内容 

  

活動 

予定 

(例) 4 月 （例）新歓オリエンテーション（高崎）、春合宿（○○県） 

    

    

    

    

    

活動 

実績 

 

大会名・成績  

大会名・成績  

注：新入生は、大学入学前の実績を記入する。 

※上記の大会出場等に関わらず特に強調したい活動実績がある場合は下記に記入する。 

 

 

 

 

 



様式第２号（第８条関係）                                            

 

 

奨学金継続申請書 

  年  月  日 

公立大学法人高崎経済大学 

  理事長        様 

                     住 所 

                     氏 名
ふ り が な

              

                      電話   （   ）     

次のとおり奨学金を継続して受けたいので､関係書類を添えて申請します。 

学 生 番 号 － 生年月日    年  月  日生 

入 学 時 期    年 ４ 月 修了予定時期     年   月 

本 籍  

 

 

現在受けてい

る貸与の内容 

貸与決定番号  

貸 与 額 月額  万円（年間   万円） 

貸 与 済 期 間     年度前期から   年度後期まで 

連帯保証人氏

名① 
 

連帯保証人氏

名② 
 

継続希望期間    年度前期から     年度後期まで 

貸与希望 

の理由 

 

昨年度の 

スポーツ活動 

の実績報告 

 

今年度の 

スポーツ活動

の予定 

 

（添付書類） 奨学金（継続）決定通知書の写し 



様式第３号（第１０条関係） 

 

第        号 

 年  月  日 

          様 

                     公立大学法人高崎経済大学 

                       理事長 

 

奨学金（継続）決定通知書 

 

 さきに申請のありました奨学金（継続）の申請について、次のとおり貸与することに

決定しましたので通知します。 

貸与決定番号 第        号 

貸 与 額 月額  万円（年間   万円） 

貸 与 期 間 

新規の 

場合 
   年度前期から    年度後期まで 

継続の 

場合 

   年度前期から    年度後期まで 

※貸与済期間    年度前期から   年度後期まで 

月 賦 返 還 

予 定 日 

第１回   年  月  日 

最終日   年  月  日 

連帯保証人 

氏名① 

 

連帯保証人 

氏名② 

 

備 考 

 奨学金は、高崎信用金庫の口座を介して貸与されますので、下

記の書類をお持ちになり、事務局教育グループ学生支援チームま

でお越しください。 

（貸与手続に必要な書類等） 

 １ この奨学金（継続）決定通知書 

 ２ 本人名義の高崎信用金庫の預金通帳 

 ３ 高崎信用金庫への届出印 



様式第４号（第１０条関係） 

 

第        号 

 年  月  日 

          様 

 

                     公立大学法人高崎経済大学 

                       理事長 

 

奨学金（継続）不承認決定通知書 

 

 さきに申請のありました奨学金の申請について、次の理由により不承認と決定しまし

たので通知します。 

 

 

理      由 

 

 



様式第５号（第１３条関係）                                            

 

奨学金辞退届出書 

  年  月  日 

公立大学法人高崎経済大学 

  理事長        様 

 

                     貸与決定番号 第        号 

 

                     住 所 

 

                     氏 名              

 

 次のとおり奨学金の貸与を辞退したいので届け出ます。 

 

辞 退 の 時 期    年度 （前・後）期から 

理      由 

 

 



様式第６号（第１４条関係）                                           

 

奨学金異動届出書 

 

  年  月  日 

公立大学法人高崎経済大学 

  理事長        様 

 

                     貸与決定番号 第        号 

 

                     住 所 

 

                     氏 名              

 次のとおり異動が生じましたので届け出ます。 

異 動 事 項 

（該当箇所に 

「〇」を記入） 

 休 学  復 学  転 学  留 学 

 退 学  停学その他の処分 

 奨学生又は奨学生であった者の氏名又は住所 

 連帯保証人の氏名又は

住所 
 

連帯保証人の職業 

又は勤務先 

異動が生じた日    年   月   日 

異 動 内 容 

 

 



様式第７号（第１５条関係） 

 

第        号 

 年  月  日 

          様 

 

                     公立大学法人高崎経済大学 

                       理事長 

 

奨学金停止通知書 

 

 奨学金について、次のとおり貸与を停止しましたので通知します。 

 

奨 学 生 

貸与決定番号 第        号 

住    所  

氏    名  

停 止 期 間 
  年（前・後）期から復学した学期（復学した学期が

初日であるときは、その学期の前学期）まで 

理 由 

 

備 考 

 復学したときは、奨学金異動届出書を提出してください。 

 



様式第８号（第１６条関係） 

 

第        号 

 年  月  日 

          様 

 

                     公立大学法人高崎経済大学 

                       理事長 

 

奨学金契約解除通知書 

 

 奨学金について、次のとおり貸与契約を解除しましたので通知します。 

 

奨 学 生 

貸与決定番号 第        号 

住    所  

氏    名  

契約解除の時期    年（前・後）期 

月 賦 返 還 日 
第 １ 回    年  月  日 

最 終 回    年  月  日 

理 由 

 

備 考 

 転学、退学又は除籍による廃止の場合は、奨学金の貸与に

係る変更手続が必要となりますので、連帯保証人と同行のう

え、事務局教育グループ学生支援チームで早急に手続を行っ

てください。 

※ 死亡による廃止の場合は、今後の奨学金の返還方法につ

いて、本法人事務局と協議していただく必要がありますの

で、事務局教育グループ学生支援チームにお問い合わせくだ

さい。 



様式第９号（第１７条関係） 

 

第        号 

 年  月  日 

          様 

 

                     公立大学法人高崎経済大学 

                       理事長 

 

奨学金返還通知書 

 

 貸与した奨学金の返還について、次のとおり通知します。 

 

被 貸 与 者 

貸与決定番号 第        号 

住    所  

氏    名  

貸 与 の 明 細 

貸 与 総 額          円 

貸 与 期 間 
年  月 から 

   年  月 まで 

貸 与 月 数        月 

返 還 の 明 細 

返 還 総 額          円 

返 還 方 法 

元金均等月賦返還 

（本学が指定する金融機関を介して行う口座振

替） 

返 還 額 １月あたり 万円 

返 還 期 間 
年  月 から 

   年  月 まで 

返 還 月 数        月 

ただし、返還未済額の全部又は一部を返還する場合には、繰り上

げて返還することができる。 

 



様式第１０号（第１９条関係）                                         

 

奨学金返還猶予申請書 

 年  月  日 

公立大学法人高崎経済大学 

  理事長        様 

 

                     貸与決定番号 第        号 

                     住 所 

 

                     氏 名              

 次のとおり奨学金の返還猶予を受けたいので申請します。 

借 受 額                     円 

返 還 済 額                     円 

返 還 未 済 額                     円 

現在の返還期間    年  月から      年  月まで 

返還猶予希望期間    年  月から      年  月まで 

理 由 

 

連帯保証人 ① 

住 所  

氏 名                      

連帯保証人 ② 

住 所  

氏 名                      

（添付書類） 災害その他やむを得ない理由により奨学金の返還猶予を必要とする場合

は、その理由を証明する書類 

 



様式第１１号（第１９条関係） 

 

第        号 

 年  月  日 

          様 

 

                     公立大学法人高崎経済大学 

                       理事長 

                    承認 

奨学金返還猶予     通知書 

                    不承認 

次のとおり承認 

 さきに申請のありました奨学金の返還猶予について、          と決定 

次の理由により不承認 

しましたので通知します。 

  

現在の返還期間    年  月から   年  月まで 

返還猶予申請期間    年  月から   年  月まで 

返還猶予承認機関    年  月から   年  月まで 

返還猶予承認後の 

返 還 期 間 
   年  月から   年  月まで 

理 由 
 

備 考 

 承認の場合は、奨学金の貸与に係る変更手続が必要となり

ますので、事務局教育グループ学生支援チームで早急に手続

を行ってください。 

 

 



様式第１２号（第２０条関係）                                         

 

奨学金返還免除申請書 

  年  月  日 

公立大学法人高崎経済大学 

  理事長        様 

                     住 所 

 

                     氏 名              

                         被貸与者との関係（    ） 

 

 次のとおり奨学金の返還免除を受けたいので通知します。 

被 貸 与 者 

貸与決定番号 第        号 

住    所  

氏    名  

借 受 額                      円 

月 賦 返 還 額                      円 

返 還 未 済 額                      円 

理 由 

 

連 帯 保 証 人 ① 

住 所  

氏 名                      

連 帯 保 証 人 ② 

住 所  

氏 名                      

（添付書類）奨学金の返還免除を必要とする理由を証明する書類 

（注  意）被貸与者が死亡した場合、相続人又は連帯保証人が申請してください。



様式第１３号（第２０条関係）                                         

 

奨学金半額返還免除（継続）申請書 

  年  月  日 

公立大学法人高崎経済大学 

  理事長        様 

 

                     住 所 

 

                     氏 名              

                          

 次のとおり奨学金の半額返還免除を受けたいので通知します。 

被 貸 与 者 

貸与決定番号 第        号 

住    所  

氏    名  

借 受 額                    円 

月 賦 返 還 額                    円 

返 還 未 済 額                    円 

理 由 群馬県内に本社を有する企業等に就職したため 

就職先（勤務

先）企業等の情

報 

本社所在地 群馬県 

名称・ 

所属部署 
 

電 話  

連 帯 保 証 人 ① 

住 所  

氏 名                     

連 帯 保 証 人 ② 

住 所  

氏 名                     

（添付書類） 群馬県内に本社を有する企業等に在職していることを証明する書類 

 

 



様式第１４号（第２０条関係） 

 

第        号 

 年  月  日 

          様 

 

                     公立大学法人高崎経済大学 

                       理事長 

 

                      承 認 

奨学金返還免除・半額免除     通知書 

                      不承認 

  

 さきに申請のありました奨学金の返還免除・半額免除について、 

次のとおり承認 

          と決定しましたので通知します。 

次の理由により不承認 

 

被 貸 与 者 

貸与決定番号 第        号 

住    所  

氏    名  

貸 与 額                    円 

返 還 未 済 額                    円 

返還免除承認額                    円 

返還免除後の残額                    円 

理 由 

 

 



様式第１５号（第２２条関係）                                        

 

連帯保証人変更申請書 

  年  月  日 

公立大学法人高崎経済大学 

  理事長        様 

                     貸与決定番号 第        号 

                     住 所 

 

                     氏 名              

 

 

 次のとおり奨学金に係る連帯保証人を変更したいので申請します。 

旧連帯 

保証人 

住  所  

氏  名  

新連帯 

保証人 

住  所  

電  話        （     ） 

本  籍  

氏  名
ふ り が な

               
申請者と

の関係 

 

生年月日    年   月   日生 （  歳）  男・女 

勤 務 先 

名 称  

所 在 地  

電 話  

年  収 前 年      万円 
当年 

（見込） 
     万円 

理  由 

 

※連帯保証人を２名変更する場合は、本申請書を２枚ご使用ください。 



 

様式第１６号（第２２条関係） 

 

第        号 

 年  月  日 

          様 

 

                     公立大学法人高崎経済大学 

                       理事長 

 

                   承 認 

連帯保証人変更     通 知 書 

                   不承認 

 

                          次のとおり承認 

 さきに申請のありました連帯保証人の変更について、          と決定       

次の理由により不承認 

しましたので、通知します。 

新連帯 

保証人 

住 所  

氏 名  

旧連帯 

保証人 

住 所  

氏 名  

理  由 

 

備  考 

 承認の場合は、連帯保証人変更に係る変更手続きが必要となりま

すので、事務局教育グループ学生支援チームで早急に手続を行って

ください。 

 

 


